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学習日　　　　月  　　　日

漢
字
の
学
習

1
　
次
の
新
出
漢
字
を
ふ
く
む
言
葉
の
読
み
方
を
書
き
な
さ
い
。

⑴　

斬
罪
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

⑵　

女
房
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⑶　

慕
う
 …
…
…（　
　
　
　
　
　

う
） 

⑷　

裕
福
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⑸　

乏
し
い
 …
…（　
　
　
　
　

し
い
） 
⑹　

闘
志
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⑺　

和
睦
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 
⑻　

沖
 …
…
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⑼　

出
帆
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 
⑽　

訴
え
る
 …
…（　
　
　
　
　

え
る
）

⑾　

奉
納
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

⑿　

暁
 …
…
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⒀　

丁
寧
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

⒁　

貫
の
木
 …
…（　
　
　
　

の
き　

）

⒂　

詰
め
所
 …
…（　
　
　
　

め
し
ょ
） 

⒃　

懐
中
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

⒄　

顧
み
る
 …
…（　
　
　
　
　

み
る
） 

⒅　

伺
う
 …
…
…（　
　
　
　
　
　

う
）

⒆　

趣
旨
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

⒇　

偽
る
 …
…
…（　
　
　
　
　
　

る
）

21　

執
行
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

22　

控
え
る
 …
…（　
　
　
　
　

え
る
）

23　

遣
わ
す
 …
…（　
　
　
　
　

わ
す
） 

24　

臆
す
る
 …
…（　
　
　
　
　

す
る
）

25　

陳
述
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

26　

憎
悪
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

27　

貫
徹
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

） 

28　

赦
免
 …
…
…（　
　
　
　
　
　
　

）

　
 

　
次
の   

 

に
右
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑴　

被
告
に

ジ
ン

モ
ン

す
る
。　

 

⑵　

相
談
が

ス

む
。

2

言
葉
の
学
習

● 

　
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の 

 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。（
同
じ
記
号
は
二
度
選
べ
ま
せ
ん
）

⑴　

刑
を 

 

。 

⑵　

指
示
を 

 

。

⑶　

気
色
を 

 

。 

⑷　

目
を 

 

。

⑸　

提
出
書
類
を 

 

。 

⑹　

世
間
と
の
交
通
を 

 

。

ア　

請こ

う　
　
　
　
　

イ　

受
理
す
る　
　
　

ウ　

み
は
る

エ　

執
行
す
る　
　
　

オ　

絶
つ　
　
　
　
　

カ　

う
か
が
う

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

こ
の
小
説
は
六
つ
の
場
面
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
場
面
は
桂
屋
太
郎
兵
衛
の
断
罪
が
決
定
し
、
そ
の
家
族
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
第
二

の
場
面
は
な
ぜ
太
郎
兵
衛
が
捕
ま
っ
た
の
か
、そ
の
事
情
が
回
想
さ
れ
る
。
第
三
の
場
面
で
は
、

長
女
の
い
ち
が
、
自
分
た
ち
子
ど
も
が
身
代
わ
り
と
な
っ
て
父
の
助
命
を
思
い
立
ち
、
願
い
書

を
奉
行
所
に
提
出
す
る
ま
で
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
第
四
の
場
面
か
ら
は
奉
行
の
佐
佐
が
視
点

の
中
心
に
な
り
、
願
い
書
を
受
け
取
っ
た
奉
行
所
側
の
困
惑
が
描
か
れ
る
。
第
五
の
場
面
で
は

桂
屋
の
家
族
を
取
り
調
べ
る
佐
佐
と
、
い
ち
の
痛
烈
な
「
最
後
の
一
句
」
を
中
心
に
据
え
て
場

面
が
描
か
れ
る
。
第
六
の
場
面
で
は
、
い
ち
の
思
惑
と
は
関
係
な
く
、
太
郎
兵
衛
が
減
刑
さ
れ

た
こ
と
が
淡
々
と
語
ら
れ
る
。

い
ち
と
佐
佐
の
言
動
、
心
情
を
中
心
に
話
の
要
旨
を
と
ら
え
、
父
を
助
け
よ
う
と
し
た
だ
け

の
い
ち
の
行
動
が
、「
最
後
の
一
句
」
に
よ
っ
て
一
変
す
る
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

最
後
の
一
句
　
森も
り

鷗お
う
が
い外

24
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主
な
登
場
人
物

◆
い
ち 

…
桂
屋
太
郎
兵
衛
の
長
女
。
十
六
歳
。
処
刑
さ
れ
る
父
の
命
乞
い
に
、
願
い
書
を
書
い

て
奉
行
所
に
直
接
交
渉
に
出
向
く
。
取
り
調
べ
で
「
最
後
の
一
句
」
を
残
す
。

◆
ま
つ
…
い
ち
の
妹
。
十
四
歳
。
い
ち
と
一
緒
に
父
の
助
命
を
求
め
て
奉
行
所
へ
行
く
。

◆
佐
佐
又ま
た

四し

郎ろ
う

成な
り

意む
ね

…
大
阪
西
町
奉
行
。
い
ち
達
桂
屋
一
家
の
取
り
調
べ
に
あ
た
る
。

本
文
の
構
成

読
解
の
ポ
イ
ン
ト

   

い
ち
の「
最
後
の
一
句
」に
注
目
し
よ
う
。

・「
お
上か
み

の
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
ら
」（
教
143
Ｐ
上
15
ℓ
）

⬅

・「
ま
ち
が
い
」
の
意
味
を
、
物
語
全
体
を
読
み
取
っ
た
う
え
で
考
え
よ
う
。

・
こ
の
言
葉
が
、
な
ぜ
佐
佐
を
は
じ
め
と
す
る
役
人
た
ち
の
心
に
強
く
響
き
、「
役
人
一
同

の
胸
を
も
刺
し
た
」（
教
144
Ｐ
上
8
ℓ
）
の
か
を
考
え
よ
う
。

   

佐
佐
の
思
考
・
言
動
に
着
目
し
よ
う
。

・「
大
人
が
書
か
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
教
139
Ｐ
上
2
ℓ
）

・「
刑
を
執
行
す
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
が
あ
る
」（
教
139
Ｐ
上
6
ℓ
）

⬅
子
ど
も
の
嘆
願
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
先
入
観
を
持
ち
、
す
ぐ
に
判
断
し
な
い
優

柔
不
断
な
役
人
と
し
て
描
か
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク

次
の
空
ら
ん
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
入
れ
よ
う
。

こ
の
小
説
の
前
半
で
は
、「
い
ち
」
が
身
代
わ
り
に
な
っ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
で

①

の
命
乞
い
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
②

に
到
着
す
る
ま
で
の
様
子

が
描
か
れ
る
。
後
半
で
は
、
奉
行
の
視
点
を
中
心
に
し
て
、
命
乞
い
を
訴
え
る
桂
屋
の
家
族

を
取
り
調
べ
る
佐
佐
と
、
い
ち
の
「
お
上
の
こ
と
に
は
③

は
ご
ざ
い

ま
す
ま
い
か
ら
」と
い
う「
④

」を
中
心
に
据
え
て
描
か
れ
る
。

場
　
面

内
　
容

第
一
の
場
面

（
教
初
め
〜

 

132 

P
下
5
ℓ
）

桂
屋
太
郎
兵
衛
の
断
罪
決
定
の
高こ

う

札さ
つ

が
立
つ
。
太
郎
兵
衛
が

入に
ゅ
う

牢ろ
う

し
て
か
ら
の
、妻
と
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。

第
二
の
場
面

（
教
132 

P
下
7
ℓ
〜

 

133 

P
上
15
ℓ
）

太
郎
兵
衛
が
船
頭
の
新し
ん

七し
ち

の
口
車
に
乗
っ
て
罪
を
犯
し
、
逃

走
し
た
新
七
に
代
わ
っ
て
捕
ま
っ
た
経
緯
が
語
ら
れ
る
。

第
三
の
場
面

（
教
133 

P
上
17
ℓ
〜

 

138 

P
上
10
ℓ
）

長
女
の
い
ち
は
、
自
分
た
ち
子
ど
も
の
命
と
引
き
換
え
に
父

の
助
命
を
嘆
願
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
願
い
書
を
書
い
て
、

翌
朝
西
町
奉
行
所
へ
届
け
る
。

第
四
の
場
面

（
教
138 

P
上
12
ℓ
〜

 

140 

P
下
1
ℓ
）

い
ち
の
願
い
書
を
読
ん
だ
西
町
奉
行
の
佐
佐
は
即
答
を
避
け
、

い
っ
た
ん
い
ち
た
ち
を
帰
ら
せ
る
。

第
五
の
場
面

（
教
140 

P
下
3
ℓ
〜

 

144 

P
上
9
ℓ
）

西
町
奉
行
所
の
尋
問
で
、
い
ち
は
お
上
へ
の
痛
切
な
「
最
後

の
一
句
」
を
残
す
。
そ
の
言
葉
は
役
人
た
ち
の
胸
に
刺
さ
る
。

第
六
の
場
面

（
教
144 

P
上
11
ℓ

 

〜
終
わ
り
）

刑
の
執
行
は
一
旦
延
期
に
な
り
、
大だ
い

嘗じ
ょ
う

会え

の
執
行
に
よ
る
赦

免
が
行
わ
れ
、
太
郎
兵
衛
は
追
放
刑
で
済
む
こ
と
と
な
る
。

SAM
PLE




